
令和元年度 農業科のまとめ（喜多方市立熱塩小学校） 

 

  

１・2 年生は、生活科においてポップコーンの種ま

きを行った。ポップコーンはすくすくと育ち、子ども

たちの身長を追い越して、9月 20日の収穫の時には驚

きと喜びの収穫となった。それを天日で乾かして、後

日みんなで実をほぐし、いよいよ 12 月 13 日はポップ

コーンパーティの開催日。大きなお鍋に実と油を入れ

て振ると、いい香りとポップコーンのはじける音がし

てきて子どもたちは大喜び。作物を育てる喜びを知っ

た１・2年生の子ども達だった。 

  
 ７月 2日、3・4年生による「大豆の苗植え」を行っ

た。9月 27日には、大きく実った枝豆を収穫。その日

のうちに枝豆を取って、ゆでて、全校生で枝豆を味わ

った。残った大豆は秋まで取っておき収穫。保管して

おいた大豆を使って 2月 20日に豆腐作りを行った。前

日から水につけておいた大豆をミキサーで細かくし、

それを大鍋で煮て豆乳を絞り、型に入れて静かに待っ

てできあがり。豆の味が濃い、おいしい豆腐ができて、

子どもたちはとても嬉しそうだった。 

  
 5月 30日は全校生による田植えを行い、苗は順調に

生育した。それに伴い、田んぼの草も見え始め、6 月

12日は 1回目の田んぼの草取り（5・6年生）を行った。

6月 25日は 2回目（3・4・5・6年生）、6月 27日は 3

回目（5・6 年生）と今年は 3 回草取りを行った。6 月

25日は児童だけでなく、保護者の方にも協力を仰いで

一緒に草取りを行った。児童減少対策として、保護者

の方の協力は欠かせないものになっている。おいしい

お米になることを願って頑張る子どもたちであった。 

  
 9月 26日には全校生で稲刈りをした。高学年は、鎌

で稲を刈り、中学年は紐で稲を縛り、低学年はそれを

干し場まで運ぶという作業分担で、効率よく作業を終

えることができた。子ども同士で教え合い、助け合う

姿が多く見られた。また、10 月 18 日には、うるち米

の稲刈りを、農業科協力委員の菅井さんによって機械

で行った。このお米を食味コンクールに出品したとこ

ろ、今年は「特別優秀賞」を受賞した。収穫祭のおも

ちや、6年生による新米炊飯で、その味を堪能した。 

 

＜１・２年生 ポップコーンパーテイの様子

＞ 

 

＜３・４年生 豆腐作りの様子＞ 

 

＜５・６年生 田んぼの草取り＞ 

 

＜全校生による稲刈りの様子＞ 

 


